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気化冷却

（＝持続冷感）

一方方向

瞬間速乾



縦方向＋横方向 ２方向複合吸水構造

吸水速乾

裏層の水分が表層に移動

一方方向吸水

表層が吸水速乾糸で、速く水分を気化させる

INDRY糸

水を吸収しながら
瞬間乾燥の技術



動画
生地の両面が吸水速乾の表現です。

構造：
１，表のほうが吸水性が強い糸
２，中間層の貫通糸も裏側から水を吸い込む
３，裏層のindry糸が吸水しながら乾燥を持つ
特殊の糸です。

吸水しながらの裏層の瞬間乾燥を実現しまし
た。

試験の動画



原理

•皮膚の機能を参考
して、吸水管のよ
うな構造を作りま
した。

•水を接触して、瞬
間的に裏側の水分
を吸収。裏側が比
較的に乾燥を持つ
ようにします。

吸水管



気化冷却効果実現

•機能性糸

異形断面の機能性吸水糸を使用

•開発の目的：異形断面の吸水糸で高スピードの吸水性で、より
水分の分散と気化を有利になり、気化冷却効果が実現、試験中
に、気化現象が発生中に、生地が５～６℃くらい温度を下がり
ます。

異形断面の吸水糸



気化冷却データ



表側と肌側の
吸水比率鑑定



水分を表層に導出させ
裏層が極力乾燥を維持

•裏層縦方向＋表層横方向の複合吸水構造

•開発の目的：生地の表層と裏層の吸水スピードの差を作って、
表層に水分を持たせ、裏側ができるだけ乾燥の効果を実現。

特別構造



持続冷感の秘密

•生地の上下の糸の配列によって、生地の表裏に水分の保有率が
段差あり、中間層糸の吸水性と表層糸の乾燥スピードも段差あ
りまして

•生地が裏吸水と表乾燥が持続できるから、持続冷感になります。
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